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＜卒業に寄せて＞ 
 いよいよ明日が卒業式です。コロナ禍のため、これま

でと同様に規模を縮小しての式となるため、在校生の出

席者は生徒会執行部のみとなります。本当に残念なこと

です。ただ今回はコース代表ではなく一人ひとりに証書

を授与することにしています。その際には原則マスクも

外してもらいます。卒業生はマスクをして入学し、ほぼ

3 年間マスク生活を続けてきました。私にとっても最初

で最後の素顔を見ることができる瞬間です。コロナのた

めに色んな行事が中止になった世代です。でも、その苦

しさや悲しさを克服して巣立っていく、コロナに負けな

かった世代の一人になってほしいと切に願っています。

在校生一同で三年生の晴れの姿を見送りたいところです

が、どうか心の中で旅立つ先輩にエールを送ってくださ

い。 

 Bon Voyage! 

 

 

 

＜卒業式にまつわるエトセトラ＞ 
 私自身、小中高大と4回卒業式を迎え、それぞれの場

所を巣立っていった。それぞれに思い出があり、時には

懐かしく思うこともある。因みに幼稚園の卒園式がない

のは、生徒会誌『学園』を読んで欲しい。そして学校の

教員となり、今年度を含め42年間の高校教員生活の中

で、途中教育委員会に6年間勤めたので、都合36年間

卒業生を送り出してきたことになる。改めて計算してみ

るとクラス担任としては6回呼名をし、校長として式辞

を8回（今年度も含めて）読んだことになる。それぞれ

に忘れられない思い出がある。 
 思えば教員になって初めて担任として卒業式を迎えた

とき、緊張マックスであった。そこに追い打ちをかける

ように卒業生が1人登校途中で事故に遭い急遽欠席、大

丈夫だろうかと心配するあまり、呼名を1人飛ばしてし

まうハプニング。式が終わってから平謝りしたが、当の

生徒は「お陰で忘れられない卒業式になりました」と慰

めてくれる始末。なんて大人の対応なのだ、しかし保護

者はどう思っただろう、それを口にすると「大丈夫です。

両親ともに忙しくて来ていませんから」ホッとするより

逆に何か落ち込んでしまう自分がいた。確かに昔は保護

者が二人揃って出席するのは珍しく、欠席する親もいた

のである。それでも生徒は立派に巣立っていく。 
 最後に担任をしたクラスは小規模校だったので、当時

40人学級が標準（公立高は現在もそうだが）であったが、

卒業生は30人程度であった。2クラスだから全部で60
人という感じ。この年の卒業式は校長先生が新任で、で

もいつも悠然としている方だったので緊張感は全く伝わ

ってこなかったのだが、式辞を読む際に、礼をした時に

額をマイクにぶつけてしまい結構な音も、「ああ、やって

しまった」と思って生徒たちを見ると、60人の卒業生た

ちは必死に笑いをこらえているではないか、思いやりの

ある子どもたちだなと何か心が温まった気がした。式が

終わりクラスで改めて最後のホームルーム。実は私はそ

れまで卒業式で泣いたことは一度もなかったのだが、何

故かその時は彼らの優しさに感極まったのか、3年間の

色んなことが走馬灯のように巡って、話の途中で思わず

ホロリ。それまで勤務していたのは1学年8～10クラス

の大規模校で、このこぢんまりとした中にもアットホー

ムな感じがあったせいか、さらには学年長も兼ねていた

ので、余計一人ひとりの顔が浮かんでしまったせいかも

しれない。その夜に『卒業を祝う会』なるものが催され、

ある保護者から「鬼の目にも涙ですね」と冷やかされ、

「何か急に花粉が飛んできましたね」と誤魔化した始末。 
 校長になってからはマイクに頭をぶつけないよういつ

も気をつけている自分がいる。若い頃から体育教師とし

て間違われることが多かったせいか、式辞の中に英語の

一節を入れてしまう自分もいる。でも素敵な言葉なので

原語で伝えたいのである。今までの一部を紹介する。 
 Life is like a box of chocolate. You never know what 
you’re gonna get.

これは映画「フォレス

ト・ガンプ」からの引用で、目の前にあるのは厳しい混

迷の世界かもしれないが、怯んだり、躊躇したりするこ

とはない。待ち受けるのはあなた自身の人生なのだから

恐れずにチャレンジしてほしい、という意味を込めた。 
 It is not where you start but how high you aim that 
matters for success.  The greatest glory in living lies 
not in never falling, but in rising every time we fall. 

これは国家反逆罪で71歳という年齢で釈放されるまで

27年もの長きにわたり収監されながら、決して屈するこ

となく、アパルトヘイト政策の撤廃に生涯を捧げ、南ア

フリカに和解と融合そして自由をもたらしたネルソン・

マンデラの言葉である。 

 さて、明日の言葉は次号で伝えようと思います。 



卒業生各賞受賞者 
各賞の受賞者の皆さんです。それぞれ文武両道の実践

に取組みました。おめでとうございます！（敬称略） 

理事長賞        畠山 響 
日本私立中学高等   佐藤 真将 
学校連合会会長賞 
功労賞     中居 早瀬 相場 啓吾 勝田 隆暖 
           菊地 悠希  山田 煌晟  石綿 温人 
           佐々木 康太  外浦 風汰  榮 真智 
           天瀬 海斗 
答辞・記念品贈呈の辞 中居 早瀬 

＜礼拝より＞  
新約聖書 マルコによる福音書15 章39 節 

新約聖書 ヨハネの手紙一4 章16 節 


